平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	新緑会　　（元風会と合同調査）

	議員名
	羽立秀光、早坂博

	調査実施年月日
	平成２３年１０月２７日（木）　１３：３０～

	調査先　自治体名等
	佐賀県唐津市企画経営部男女共同参画・市民協働課

	調査項目
	★「唐津市地域公共交通総合連携企画」について

	調査目的
	· 「唐津市地域公共交通総合連携計画」について

合志市と同様に、本氏が現在検討している「コミュニティバス事業」の計画策定・実証実験等の先進事例を調査

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：１３０，８５４人（Ｈ２３．４．１現在）　行政面積：４８７．４８ｋ㎡

２　視察内容

· 「唐津市地域公共交通総合連携計画」について

　　　唐津市は、「唐津市総合計画」の中で、新唐津市の根幹となるべき政策として、中心部から周辺部までおよそ３０分で移動できる交通便利都市を目指し、道路整備の促進、路線バスの充実、総合交通センターの整備に取り組んでいる。しかし、高齢化の進行に伴う高齢者移動手段の確保や既存路線バスの利用減少に伴う運行補助費の増加、小中学校の統廃合に伴うスクールバスの運行等、解決すべき公共交通体系を構築する必要性があることとの事であります。

　　　課題解決のため、平成２３年から平成２５年度までの計画実施期間として、公共交通利用者へのアンケート調査を元に以下の取組みを実施・実施予定。

1． 路線バスの実証運行

2． バス停・渡船場標識の整備
3． バス待合所の設置

4． 時刻表・バスマップ、ＰＲチラシ等の作成

5． 乗り継ぎ割引の実施及びＩＣカードの導入

6． 実証運行事業の分析・検証

7． 事業実施による効果・影響にかかる把握調査

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	· 「唐津市地域公共交通総合連携計画」について
「コミュニティ事業」を検討している本市にとってこの先進地視察は、若干物足りない感がありましたが、取り組み事業と抱えている課題に関しては本氏が進めている事業にとって大いに参考になりました。

旧唐津市では、路線バス網が発達しているにも拘らず、この多くの課題は広域合併による周辺町村によるものであり、黒字路線と赤字路線が明確に分離されておりました。その為自治体が負担する不採算路線への補助額が年間５，０００万円支出している現状であります。本市においても、人口減や高齢化の進行により公共交通の効果的な取組みの重要性を認識しました。

この事業の中にも既に実施されている「乗り合いタクシー」については、「ジャンボタクシーのために車内通路が狭く遅延が発生する」「主要施設における利用者が少ない」「福祉送迎バスとの並行路線で、利用者が少ない」などの多くの課題があり、なかなか路線バスとの連携がうまく取れていない状況のことであります。

唐津市の事業は、幹線と枝線の連結が主なものであり、本市の状況とは異なるところもありましたが、取組みの方法には、参考になる事項もありました。唐津市では、来年度、国交省の「地域公共国通確保維持事業交付金」を利用した取組みを行うことでありました。また、「乗り合いタクシー」事業で、参考になる例として「福岡県八女市」の取組みが参考になるとのことでありました。


